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火火災災

１ 火 災 概 要

出火件数は３１件で、前年に比べ１２件減少し、昭和４５年に現在の方法で統

計を取り始めて以来最も少ない出火件数となりました。

火災種別でみると、「建物火災」が１５件で最も多く、全体の４８．４％を占め、

次いで「その他火災」が１２件、「林野火災」と「車両火災」がそれぞれ２件という

状況でした。前年に比べ「車両火災」が５件、「林野火災」が４件、「その他火災」

が２件、「建物火災」が１件それぞれ減少しました。

火災による死傷者は、住宅火災による死者が１名、こんろ火災の初期消火活

動中などに負傷者が６名発生しました。

火 災 発 生 状 況

出火件数   ３１ 件 （前年比 １２件減）

死   者     １ 人 （前年比 増減なし）

負 傷 者   ６ 人 （前年比 増減なし）

区分 損 害 額

(住宅） (住宅）

(1)

(3)

(1)

(1) (1)

(1)

(1)

(8) (1)

(12)

４　月 1 0

4３　月 6 0 2

平成26年

計 31 15

43 16

焼  損  面  積 死  傷  者

その他

焼損
棟数 負傷者建物 ㎡ 林野 ａ

出　　　火　　　件　　　数

林野月別 計 建物

0１　月 0 0 0

車両

0 00 0 0

（千 円） 死者

00

0 3 0 01２　月 4 1 0

0 04 0 1

0 0 0

1390

000 0 1 0

５　月 6 1 2 1

0 0 0

0814470 3 561

3

001

0

6

1

2

2 44

122

６　月 1 1 0 0 0

８　月

1

2 2 12 4733419

0 0

26,840 1 6

51 0 0

0 0

246 0

6 7 14 773 15 97,34223 1 6

７　月 2 2 0 0 0 100 0

0 6,9751 003 0 0

９　月 3 3 0

１０　月 3 1 0

0

4,623 0 1

13,612 1 0

0

0 0

380 0 20 0 12 02

１２　月 0 0 0

１１　月 2 2 0

0 0 0 00 0
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２ 焼 損 状 況

建   物    ３３４ ㎡ （前年比 ４３９㎡減）

林   野        ４７ ａ （前年比 ３２ａ増）

焼損棟数       １９ 棟 （前年比 ４棟減）

前年に比べ林野焼損面積は３２ａ増加しましたが、建物焼損面積は４３９㎡、

焼損棟数は４棟それぞれ減少しました。

３ 損 害 額

総     額    ２６，８４０ 千円 (前年比 ７０，５０２千円減)

出火防止対策、火災の早期発見及び的確な初期消火活動により建物焼損面積

が減少したことなどにより、損害額は前年に比べ７０,５０２千円減少しました。

平成２７年の損害額は２６,８４０千円で、現在の方法で統計を取り始めて以来、昭和５２

年の２２,１６９千円に次いで２番目に少ない損害額でした。

４ 初 期 消 火 実 施 状 況

火災種別

火災件数
（Ａ）

初 期 消 火 の 種 類 初期消火

実施件数
(Ｂ)

実施率(%)

(Ｂ)/(Ａ)

平成 26 年

実施率(%)
消火器 水バケツ 水道水 汲み置き水 その他

建物火災 15 4 0 3 0 3 10 66.7 81.3

林野火災 2 0 0 0 0 1 1 50.0 50.0 

車両火災 2 2 0 0 0 0 2 100.0 42.9 

その他火災 12 0 1 0 2 2 5 41.7 64.3 

合 計 31 6 1 3 2 6 18 58.1 65.1 

区分
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５ 連区別火災発生状況
  

連区別火災発生状況

６ 出 火 原 因
１ 位  たばこ                 ４件（１２．９％）

１ 位  こんろ                 ４件（１２．９％)

３ 位  放火・放火の疑い       ３件（ ９．７％）

３ 位  火あそび                 ３件（ ９．７％）

≪出火原因の第１位は「たばこ」及び「こんろ」≫

出火原因別にみると、「たばこ」と「こんろ」が４件で最も多く、次いで「放火・放火の疑い」

と「火あそび」が３件という状況でした。

住宅火災の出火原因のトップでもある「こんろ」は、調理中の鍋の放置などが原因です。

「放火・放火の疑い」は過去１０年間で最も少なく、安心・安全パトロール等の成果により

過去１０年間の平均件数１６件に比べ大幅に減少しました。

平成２ ６年

火災発生状況を連区別でみると、水野連区が６件で最も多く、次いで菱野連区が

４件の順になっています。無火災連区は、深川、古瀬戸、效範、萩山台及び八幡台

の５連区でした。

連 区 別

区 分

建   物 15 3 0 0 0 0 0 1 0 1 4 1 1 0 0 1 0 1 0 1 1

林   野 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

車   両 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 12 0 0 0 1 1 1 0 0 0 2 0 1 0 0 1 0 0 1 3 1

計 31 3 0 0 2 1 1 1 0 1 6 1 3 0 0 3 1 1 1 4 2

平 成 ２６年 43 2 1 0 2 0 0 0 2 5 16 0 1 3 1 2 1 2 1 2 2
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７ 火災発生状況の推移

平成２７年の出火件数を最近１０年間の平均値と比較すると、「建物火災」は７件、「林野

火災」と「その他火災」はそれぞれ５件、「車両火災」は４件減少しました。

また、過去１０年間と比較すると、建物焼損面積は２番目に少なく、損害額は最も少ない

年となりました。

年 別

出  火  件  数 焼 損 面 積 死 傷 者 数 損害額

（千円）合計 建物 林野 車両 その他
建物

（㎡）

林野

（ａ）
死者 負傷者

平成 18 年 58 34(23) 4 9 11 1,298 22 3 11 121,168 

平成 19 年 59 25(16) 10 8 16 3,324 47 1 6 184,095 

平成 20 年 58 26(18) 7 7 18 1,300 24 2 6 108,733 

平成 21 年 49 18(11) 10 3 18 310 25 2 10 63,478 

平成 22 年 47 21(15) 9 2 15 532 17 3 3 51,715 

平成 23 年 49 21(10) 8 5 15 619 188 3 6 42,041 

平成 24 年 59 19(7) 6 9 25 1,125 53 2 5 82,769 

平成 25 年 57 21(13) 9 4 23 498 79 1 8 43,391 

平成 26 年 43 16(12) 6 7 14 773 15 1 6 97,342 

平成 27 年 31 15(8) 2 2 12 334 47 1 6 26,840 

10 年間平均 51 22(13) 7 6 17 1,011 52 2 7 82,157 
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（件） （千円）最近１０年間の出火件数と損害額の推移                               

区 分
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救救急急

１ 救 急 概 要
救 急 出 動 件 数 は５，３６０件で、前 年 に比べ５９件 減 少しましたが、５年 連 続 で５千

件を超え、月 平均４４７件、一 日平 均１４．７件という状 況でした。

事 故 種 別 でみると、「急 病 」が３，６０１件 で全 体 の６７．２％を占 め、次 いで「一 般

負 傷」が７５８件（１４．１％）、「交 通事 故」が４７９件（８．９％）という状況でした。

   救急搬送人員は５，０７３人で、前年に比べ７７人増加し、過去最多となりました。

月 別 救 急 出 動 状 況

救 急出 動 件 数 ５,３６０件（前年比 ５９件減）

救 急搬 送 人 員 ５,０７３人（前年比 ７７人増）

【備 考 】（ ）内 は、救 急 搬 送 人 員 を示 す。

平成２７年

平成２６年0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

急病
交通

一般負傷
その他

3,601

479 
758 

522 

3,625

472 785 

537 

平成２７年

平成２６年

区分

月別

１　月 558 0 0 0 40 3 2 85 2 2 386 38

２　月 408 0 0 0 29 5 0 44 3 3 295 29

３　月 416 1 0 0 31 2 5 66 3 5 279 24

４　月 407 0 0 0 33 1 2 65 1 4 275 26

５　月 424 1 0 0 39 3 5 70 0 2 273 31

６　月 417 0 0 0 40 2 2 62 3 2 279 27

７　月 495 0 0 0 35 8 7 65 1 4 331 44

８　月 456 0 0 0 49 3 5 57 3 1 310 28

９　月 436 0 0 0 47 2 2 58 0 1 288 38

　10 月 454 1 0 0 58 7 5 64 2 3 282 32

　11 月 454 3 0 0 42 7 3 63 2 4 298 32

　12 月 435 0 0 0 36 5 1 59 2 5 305 22

5,360 6 0 0 479 48 39 758 22 36 3,601 371

(5,073) (6) ( 0 ) ( 0 ) (486) (48) (33) (738) (20) (16) (3,442) (284)

平　成 5,419 5 0 0 472 35 35 785 16 36 3,625 410

26　年 (4,996) (6) ( 0 ) ( 0 ) (477) (32) (34) (760) (15) (18) (3,391) (263)
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軽症

60.3%

中等症

34.1%

重症

4.2%

死亡

1.3%

２ 連区別救急搬送人員

  

区　分 急　病 一般負傷 交通事故 その他 合　計

道　泉 132 31 5 10 178

深　川 105 14 5 11 135

古瀬戸 110 23 13 3 149

東　明 59 10 16 4 89

祖母懐 118 28 6 7 159

陶　原 227 58 33 35 353

長　根 250 57 47 23 377

效　範 416 82 53 71 622

水　南 281 64 33 64 442

水　野 217 49 42 36 344

西　陵 134 30 17 12 193

原山台 171 31 9 18 229

萩山台 111 15 1 2 129

八幡台 132 30 6 4 172

品　野 118 27 28 18 191

下品野 201 44 17 11 273

山　口 212 55 53 43 363

本　地 149 30 50 8 237

菱　野 128 29 15 10 182

新　郷 154 26 19 18 217

管区外 13 4 18 4 39

合　計 3,438 737 486 412 5,073

３ 傷病程度別搬送人員

救急搬送人員５，０７３人のうち、死亡、重症及び中等症を合わせた傷病者の割合は全体

の３９．７％、軽症の傷病者は３，０６１人（６０．３％）でした。

また、男女別の構成比率は、男性５３．７％、女性４６．３％でした。

  

性別

程度別

死　 亡 40 26 66

重 　症 113 102 215

中等症 963 768 1,731

軽　 症 1,610 1,451 3,061

合　 計 2,726 2,347 5,073

男　性 女　性 合　計

【備考】「その他」とは、「急病」、「一般負傷」及び「交通事故」以外の事故種別をいう。

【備考】 １ 死亡とは、初診時において死亡が確認されたもの。

２ 重症とは、傷病程度が３週間以上の入院加療を必要とするもの。

３ 中等症とは、傷病程度が重症または軽症以外のもの。

４ 軽症とは、傷病程度が入院加療を必要としないもの。
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４ 年齢区分別搬送人員

年齢区分別の搬送人員をみると、高齢者が３,１４９人（前年比５８人増）で全体の６２．１％を

占めています。また、「急病」のうち高齢者の占める割合は６７．９％で、「一般負傷」のうち高齢

者の占める割合は６５％でした。

【備考】 年齢区分は次によっている。

１ 新生児 生後２８日未満の者         ２ 乳幼児 生後２８日以上満７歳未満の者

３ 少  年 満７歳以上満１８歳未満の者    ４ 成 人 満１８歳以上満６５歳未満の者

５ 高齢者 満６５歳以上の者

搬送し、１か月後に社会復帰できた割合をいう。

事故種別

年齢区分

新生児 1 0 2 8 11

（構成比：％） (0.0) (0.0) (0.3) (1.9) (0.2)

乳幼児 117 15 54 8 194

（構成比：％） (3.4) (3.1) (7.3) (1.9) (3.8)

少　年 88 47 39 25 199

（構成比：％） (2.6) (9.7) (5.3) (6.1) (3.9)

成　人 897 308 163 152 1,520

（構成比：％） (26.1) (63.4) (22.1) (36.9) (30.0)

高齢者 2,335 116 479 219 3,149

（構成比：％） (67.9) (23.9) (65.0) (53.2) (62.1)

合　計 3,438 486 737 412 5,073

（構成比：％） (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0)

急　病 交通事故 一般負傷 その他 合　計

平成２５年 平成２６年 平成２７年

瀬戸市 0 55.6 40.0 50.0

(％）

区　　分 平成２３年 平成２4年

40.0

全　国 20.8 21.5 22.4 23.0

愛知県

※ 救命率とは、①目撃のある突然心肺停止である、②ＡＥＤが使用できる心電図波形（ＶＦ・ＶＴ）である救急患者を救急搬送し、
  １か月後に社会復帰できた割合をいう。

※ 平成２７年中の愛知県・全国の「救命率」は平成２８年１月現在未発表

27.9 28.6 29.9 27.2

※ バイスタンダーＣＰＲとは「救急現場に居合わせた人が行う心肺蘇生法」をいう。

５ 救命率の推移

６ バイスタンダーＣＰＲ実施状況

発生
件数

実施
件数

実施率
発生
件数

実施
件数

実施率
発生
件数

実施
件数

実施率
発生
件数

実施
件数

実施率
発生
件数

実施
件数

実施率

あり 43 28 65.1 47 25 53.2 52 37 71.2 41 26 63.4 51 36 70.6

なし 86 59 68.6 82 58 70.7 73 57 78.1 78 59 75.6 76 61 80.3

合計 129 87 67.4 129 83 64.3 125 94 75.2 119 85 71.4 127 97 76.4

平成２７年

目撃

項　目

平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年

(％）
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７ 救急出動件数の推移

救急出動件数は、平成１８年の４，４５７件に対し、平成２７年には５，３６０件と９０３件

（２０．３％）増加しました。また、事故種別でみると、「急病」と「一般負傷」が大きく増加

しており、１０年の平均値と比較すると「急病」が３１５件、「一般負傷」が１１２件増加しま

した。

最近１０年間の救急出動状況

（分） （件）

最近１０年間の救急出動件数及び現場・病院到着平均所要時間の推移

4,457
4,717

4,464 4,325

4,772
5,212 5,192 5,280 5,419 5,360

6.7 6.7 6.7 6.9 6.9 7.0 7.0 6.9 6.9 6.9 

26.7 26.7 27.8 
28.6 28.7 27.7 28.5 

29.0 29.0 29.0 

0
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4,000

5,000

6,000

7,000

0.0
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10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

救急出動件数

現場到着

病院到着

区　分　

平 成 18 年 4,457 11 0 0 507 42 41 601 27 43 2,880 305

平 成 19 年 4,717 9 0 0 503 40 27 575 25 68 3,149 321

平 成 20 年 4,464 9 0 0 465 48 30 577 22 53 2,981 279

平 成 21 年 4,325 7 0 0 434 41 31 549 33 43 2,916 271

平 成 22 年 4,772 1 0 2 479 53 38 613 22 52 3,164 348

平 成 23 年 5,212 9 0 1 482 47 57 667 30 61 3,487 371

平 成 24 年 5,192 2 0 0 437 58 32 685 33 46 3,482 417

平 成 25 年 5,280 7 0 0 480 39 46 650 21 51 3,574 412

平 成 26 年 5,419 5 0 0 472 35 35 785 16 36 3,625 410

平 成 27 年 5,360 6 0 0 479 48 39 758 22 36 3,601 371

10 年 間 平均 4,920 7 0 0 474 45 38 646 25 49 3,286 351
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救助出動件数 ７２ 件

（前年比  １件増）

救 助 人 員    ３９  人

（前年比  ９人増）

救救助助

１ 救 助 概 要

救助 出 動件 数 は統 計を取 り始めて以 来最 も多い７２件で、このうち、救 助活 動を

実施した件数は３９件、救助人員は３９名でした。

事 故 種 別でみると、「建 物 等 による事 故」が３４件 で最も多 く全 体 の４７．２％を占

め、次いで「交通事故」が２０件（２７．８％）という状況でした。

前年に比べ「建物 等による事 故」が１１件、「ガス及び酸欠 事故」が３件、「機 械に

よる事故」が２件それぞれ増加し、「交通 事 故」が１０件、「その他の事故」が６件それ

ぞれ減少しました。

「その他の事故」は、転落事故や車内閉じ込め、などによる救助要請でした。

月 別 救 助 件 数

【備 考】（ ）内は、救 助活 動 件 数 を示 す。

区分

月別

１月 8 (2) 0 2 (0) 0 0 0 4 (1) 1 (1) 0 1 (0)

２月 2 (2) 0 0 0 0 0 2 (2) 0 0 0

３月 6 (2) 0 2 (0) 0 0 0 2 (1) 0 0 2 (1)

４月 6 (3) 0 0 0 0 0 5 (2) 0 0 1 (1)

５月 8 (6) 0 4 (3) 0 0 0 3 (3) 0 0 1 (0)

６月 6 (2) 0 3 (1) 0 0 0 2 (1) 0 0 1 (0)

７月 7 (4) 0 2 (1) 0 0 0 5 (3) 0 0 0

８月 3 (1) 0 2 (1) 0 0 0 0 0 0 1 (0)

９月 5 (4) 0 0 0 0 0 5 (4) 0 0 0

１０月 8 (4) 1 (1) 2 (1) 0 0 0 2 (0) 1 (0) 0 2 (2)

１１月 7 (4) 0 2 (0) 0 0 0 3 (2) 1 (1) 0 1 (1)

１２月 6 (5) 0 1 (1) 0 0 3 (2) 1 (1) 0 0 1 (1)

計 72 (39) 1 (1) 20 (8) 0 (0) 0 (0) 3 (2) 34 (20) 3 (2) 0 (0) 11 (6)

救助人員

平成26年 71 (29) 0 (0) 30 (8) 0 (0) 0 (0) 1 (1) 23 (10) 0 (0) 0 (0) 17 (10)

救助人員
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２ 連区別救助出動件数

３ 救助出動件数の推移

救助出動件数は平成２３年から５年連続で６０件を超えており、平成２７年の救助出動

件数は統計を取り始めて以来最も多い７２件でした。

また、平成２７年の事故種別救助出動件数を１０年間の平均値と比較すると、「建物等

による事故」は１８件増加し、「交通事故」は５件減少しました。

区分

年別

平 成 18 年 53 (30) 2 (2) 37 (16) 0 0 1 (1) 7 (5) 0 0 6 (6)

平 成 19 年 42 (20) 0 25 (13) 0 0 3 (1) 5 (1) 0 0 9 (5)

平 成 20 年 51 (26) 3 (3) 20 (7) 0 0 0 14 (6) 1 (0) 0 13 (10)

平 成 21 年 47 (23) 0 28 (11) 0 0 1 (1) 9 (5) 1 (1) 0 8 (5)

平 成 22 年 48 (17) 1 (1) 19 (4) 2 (0) 0 2 (1) 10 (5) 1 (1) 0 13 (5)

平 成 23 年 62 (32) 1 (1) 22 (9) 2 (2) 0 8 (3) 16 (10) 0 0 13 (7)

平 成 24 年 71 (41) 2 (2) 22 (10) 1 (0) 0 4 (2) 23 (14) 0 0 19 (13)

平 成 25 年 67 (30) 2 (2) 30 (10) 1 (1) 0 1 (1) 21 (14) 1 (0) 0 11 (2)

平 成 26 年 71 (29) 0 30 (8) 0 0 1 (1) 23 (10) 0 0 17 (10)

平 成 27 年 72 (39) 1 (1) 20 (8) 0 0 3 (2) 34 (20) 3 (2) 0 11 (6)

平 均 58 (29) 1 (1) 25 (10) 1 (0) 0 (0) 2 (1) 16 (9) 1 (0) 0 (0) 12 (7)
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（ ）内は、救助活動件数を示す。
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